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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　第１ノードに印加された電圧に対応して、第１電源から前記有機発光ダイオードに供給
される電流量を制御するための第１トランジスタと、
　前記第１ノードとデータ線との間に接続され、走査線に走査信号が供給される時にター
ンオンされる第２トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第１電源との間に直列に接続される第１キャパシタおよび第２キ
ャパシタと、
　前記第１キャパシタおよび第２キャパシタの共通端子である第２ノードと前記第１電源
との間に接続され、第１制御線に第１制御信号が供給される時にターンオンされ、電流を
前記第１トランジスタに供給する第４トランジスタと、
　前記第２ノードと前記第１トランジスタとの間に接続され、第２制御線に第２制御信号
が供給される時にターンオンされる第５トランジスタと、を備え、
　前記第１ノードにデータ信号が供給された後、前記第４トランジスタおよび第５トラン
ジスタが順次にターンオンされることを備えることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記有機発光ダイオードのアノード電極と初期化電源との間に接続され、前記走査線に
走査信号が供給される時にターンオンされる第３トランジスタをさらに備えることを特徴
とする請求項１に記載の画素。
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【請求項３】
　前記初期化電源は、前記有機発光ダイオードがターンオフできる電圧に設定されること
を特徴とする請求項２に記載の画素。
【請求項４】
　前記第４トランジスタおよび第５トランジスタは、前記第２トランジスタとターンオン
期間が一部重畳されることを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の画素。
【請求項５】
　有機発光ダイオードと、
　第１ノードに印加された電圧に対応して、第１電源から前記有機発光ダイオードに供給
される電流量を制御するための第１トランジスタと、
　前記第１ノードとデータ線との間に接続され、走査線に走査信号が供給される時にター
ンオンされる第２トランジスタと、
　前記第１ノードと前記第１電源との間に直列に接続される第１キャパシタおよび第２キ
ャパシタと、
　前記第１キャパシタおよび第２キャパシタの共通端子である第２ノードと前記第１電源
との間に接続され、第１制御線に第１制御信号が供給される時にターンオンされ、電流を
前記第１トランジスタに供給する第４トランジスタと、
　前記第１トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間に接続され、第２制御線に第２
制御信号が供給される時にターンオンされる第５トランジスタを備え、
　前記第４トランジスタのターンオン期間、前記第５トランジスタのターンオン期間およ
び前記データ線に基準電源が供給される期間は、前記第２トランジスタのターンオン期間
と一部重畳することを特徴とする画素。
【請求項６】
　前記第１ノードにデータ信号が供給された後、前記第４トランジスタおよび第５トラン
ジスタが順次にターンオンされることを特徴とする請求項５に記載の画素。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明の実施形態は、 有機電界発光表示装置の画素に関するものであって、特に、表示
品質を向上させることができる画素およびこれを用いた有機電界発光表示装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の欠点である重量および体積を
減らすことが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、および有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示するもので、これは、速い応答速度を有し、
かつ、低消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、複数のデータ線、走査線、電源線の交差部にマトリクス状に
配列される複数の画素を備える。画素は、通常、有機発光ダイオードと、駆動トランジス
タを含む２つ以上のトランジスタと、１つ以上のキャパシタとからなる。
【０００５】
　このような有機電界発光表示装置は、消費電力が少ないという利点があるが、画素それ
ぞれに含まれる駆動トランジスタの閾値電圧の偏差によって有機発光ダイオードに流れる
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電流量が変化し、これによって、表示不均一をもたらすという問題がある。すなわち、画
素それぞれに備えられる駆動トランジスタの製造工程の変数によって駆動トランジスタの
特性が変化するようになる。実際に、有機電界発光表示装置のすべてのトランジスタが同
一の特性を有するように製造することは、現在の工程段階で不可能であり、このため、駆
動トランジスタの閾値電圧の偏差が発生する。
【０００６】
　このような問題を克服するために、画素それぞれに複数のトランジスタおよびキャパシ
タからなる補償回路を追加する方法が提案された。画素それぞれに含まれる補償回路は、
１水平期間に駆動トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を充電し、これによって、駆動
トランジスタの偏差を補償する。
【０００７】
　一方、最近、画面ぼやけ（ｍｏｔｉｏｎ　ｂｌｕｒ）現象および／または３Ｄ実現のた
めに、１２０Ｈｚ以上の駆動周波数で駆動する方法が要求されている。しかし、１２０Ｈ
ｚ以上の高速駆動を行う場合、駆動トランジスタの閾値電圧充電期間が短くなり、これに
よって、駆動トランジスタの閾値電圧の補償が不可能になるという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】大韓民国特許公開第 2 0 0 8 - 0 0 8 0 7 5 4 号
【特許文献２】大韓民国特許公開第 2 0 0 9 - 0 1 3 1 0 4 2 号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　そこで、本発明の実施形態の目的は、表示品質を向上させることができる画素およびこ
れを用いた有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施形態にかかる画素は、有機発光ダイオードと、第１ノードに印加された電
圧に対応して、自身の第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに供給
される電流量を制御するための第１トランジスタと、前記第１ノードとデータ線との間に
接続され、走査線に走査信号が供給される時にターンオンされる第２トランジスタと、前
記第１ノードと前記第１電源との間に直列に接続される第１キャパシタおよび第２キャパ
シタと、前記第１キャパシタおよび第２キャパシタの共通端子である第２ノードと前記第
１電源との間に接続され、第１制御線に第１制御信号が供給される時にターンオンされる
第４トランジスタとを備える。
【００１１】
　好ましくは、前記有機発光ダイオードのアノード電極と初期化電源との間に接続され、
前記走査線に走査信号が供給される時にターンオンされる第３トランジスタをさらに備え
る。前記初期化電源は、前記有機発光ダイオードがターンオフできる電圧に設定される。
前記第２ノードと前記第１トランジスタの第１電極との間に接続され、第２制御線に第２
制御信号が供給される時にターンオンされる第５トランジスタをさらに備える。前記第１
ノードにデータ信号が供給された後、前記第４トランジスタおよび第５トランジスタが順
次にターンオンされる。前記第４トランジスタおよび第５トランジスタは、前記第２トラ
ンジスタとターンオン期間が一部重畳される。前記第１トランジスタの第２電極と前記有
機発光ダイオードとの間に接続され、第２制御線に第２制御信号が供給される時にターン
オンされる第５トランジスタをさらに備える。前記第１ノードにデータ信号が供給された
後、前記第４トランジスタおよび第５トランジスタが順次にターンオンされる。前記第４
トランジスタおよび第５トランジスタは、前記第２トランジスタとターンオン期間が一部
重畳される。
【００１２】
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　好ましくは、前記第２ノードと前記第１トランジスタの第１電極との間に接続され、前
記第２制御信号が供給される時にターンオンされる第５トランジスタをさらに備える。前
記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第２制
御信号が供給される時にターンオンされる第５トランジスタをさらに備える。前記初期化
電源は、前記有機発光ダイオードがターンオフできる電圧に設定される。前記制御駆動部
は、前記第１期間に第１制御信号を供給し、前記第２期間に前記第２制御信号を供給する
。前記データ駆動部は、前記第１期間および第２期間に前記データ線に基準電源を供給す
る。前記基準電源は、前記第１トランジスタがターンオンできる電圧に設定される。前記
制御駆動部は、前記第１期間に第１制御信号を供給し、前記第１期間および第２期間に前
記第２制御信号を供給する。前記データ駆動部は、前記第１期間中の一部期間に前記デー
タ線にオフ電源を供給し、前記第１期間中の残りの期間および前記第２期間に前記データ
線に基準電源の電圧を供給する。前記オフ電源は、前記第１トランジスタがターンオフさ
れる電圧に設定され、前記基準電源は、前記第１トランジスタがターンオンできる電圧に
設定される。前記オフ電源は、前記第１電源と同一の電圧に設定され、前記基準電源は、
データ信号の電圧範囲内の特定電圧に設定される。前記制御駆動部は、前記１フレームの
第３期間後に前記第１制御信号を供給した後、前記第２制御信号を供給する。前記走査駆
動部は、前記第３期間に前記走査線に供給された走査信号の供給を順次に中断する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の実施形態にかかる画素およびこれを用いた有機電界発光表示装置によれば、１
フレームの特定期間に画素の閾値電圧を同時に補償し、これによって、閾値電圧補償期間
を十分に確保し、表示品質を向上させることができる。
【００１４】
　また、本発明の実施形態にかかる画素およびこれを用いた有機電界発光表示装置によれ
ば、駆動トランジスタにオンバイアス電圧を印加し、これによって、前の期間の階調とは
無関係に均一な輝度の映像を表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示された画素の第１実施形態を示す図である。
【図３】図２に示された画素の第１実施形態にかかる駆動方法を示す波形図である。
【図４Ａ】図３の駆動波形に対応する第１実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
る。
【図４Ｂ】図３の駆動波形に対応する第１実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
る。
【図４Ｃ】図３の駆動波形に対応する第１実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
る。
【図５】図２に示された画素の第２実施形態にかかる駆動方法を示す波形図である。
【図６Ａ】図５の駆動波形に対応する第１実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
る。
【図６Ｂ】図５の駆動波形に対応する第１実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
る。
【図７】図１に示された画素の第２実施形態を示す図である。
【図８Ａ】図５の駆動波形に対応する第２実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
る。
【図８Ｂ】図５の駆動波形に対応する第２実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
る。
【図８Ｃ】図５の駆動波形に対応する第２実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
る。
【図８Ｄ】図５の駆動波形に対応する第２実施形態にかかる画素の動作過程を示す図であ
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る。
【図９】第３期間に供給される走査信号の他の実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施形態を、添付した図１ないし図９を参照して詳細に説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置を示す図である。
【００１８】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１な
いしＳｎおよびデータ線Ｄ１ないしＤｍの交差部に位置する画素１４２を含む画素部１４
０と、走査線Ｓ１ないしＳｎを駆動するための走査駆動部１１０と、画素１４２に共通に
接続される第１制御線ＣＬ１および第２制御線ＣＬ２を駆動するための制御駆動部１２０
と、データ線Ｄ１ないしＤｍを駆動するためのデータ駆動部１３０と、駆動部１１０、１
２０、１３０を制御するためのタイミング制御部１５０とを備える。
【００１９】
　走査駆動部１１０は、走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号を供給する。一例として、走査
駆動部１１０は、１フレーム期間中の第３期間に走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号を順次
に供給することができる。走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が順次に供給されると、画素
１４２が水平ライン単位で選択される。
【００２０】
　データ駆動部１３０は、走査信号に同期するように、データ線Ｄ１ないしＤｍにデータ
信号を供給する。すると、走査信号によって選択された画素１４２にデータ信号が供給さ
れる。そして、データ駆動部１３０は、１フレーム期間中の、第３期間を除いた残りの期
間にデータ線Ｄ１ないしＤｍに所定の電圧を供給する。
【００２１】
　制御駆動部１３０は、画素１４２に共通に接続された第１制御線ＣＬ１に第１制御信号
を供給し、第２制御線ＣＬ２に第２制御信号を供給する。ここで、第１制御信号および第
２制御信号は、１フレーム期間中の、第３期間を除いた期間、第１期間および第２期間に
供給される。これに関する詳細な説明は後述する。
【００２２】
　画素１４２は、走査線Ｓ１ないしＳｎおよびデータ線Ｄ１ないしＤｍによって区画され
た領域に位置する。このような画素１４２は、データ信号に対応して、第１電源ＥＬＶＤ
Ｄから有機発光ダイオード（図示せず）を経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を
制御しながら、所定輝度の光を生成する。
【００２３】
　一方、上述した説明では、第１制御線ＣＬ１および第２制御線ＣＬ２が制御駆動部１２
０によって駆動されるものとして示されたが、本願発明はこれに限定されない。一例とし
て、第１制御線ＣＬ１および第２制御線ＣＬ２は、走査駆動部１１０によって駆動されて
もよい。
【００２４】
　また、上述した説明では、第１制御線ＣＬ１および第２制御線ＣＬ２がすべての画素１
４２に共通に接続されるものとして示されたが、本願発明はこれに限定されない。一例と
して、画素部１４０が所定のブロックに分けられ、各ブロック単位で画素１４２が互いに
異なる第１制御線ＣＬ１および第２制御線ＣＬ２に接続できる。この場合、画素１４２が
ブロック単位で駆動される。
【００２５】
　図２は、図１に示された画素の第１実施形態を示す図である。図２では、説明の便宜の
ために、第ｎ走査線Ｓｎおよび第ｍデータ線Ｄｍに接続された画素を示す。
【００２６】
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　図２を参照すれば、本発明の第１実施形態にかかる画素１４２は、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路
１４４とを備える。
【００２７】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４４に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路１４４から供給される電流量に対応して、所定輝度の光を生成する。一方、有機発光
ダイオードＯＬＥＤで電流が流れることができるように、第２電源ＥＬＶＳＳは、第１電
源ＥＬＶＤＤより低い電圧に設定される。
【００２８】
　画素回路１４４は、データ信号に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される
電流量を制御する。このために、画素回路１４４は、第１トランジスタＭ１ないし第５ト
ランジスタＭ５と、第１キャパシタＣ１および第２キャパシタＣ２とを備える。
【００２９】
　第１トランジスタＭ１（駆動トランジスタ）の第１電極は第５トランジスタＭ５の第２
電極に接続され、第２電極は第３ノードＮ３に接続される。そして、第１トランジスタＭ
１のゲート電極は第１ノードＮ１に接続される。このような第１トランジスタＭ１は、第
１ノードＮ１に印加された電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオード
ＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００３０】
　第２トランジスタＭ２の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１ノードＮ
１に接続される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極は走査線Ｓｎに接続される
。このような第２トランジスタＭ２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にターンオ
ンされ、データ線Ｄｍと第１ノードＮ１とを電気的に接続させる。
【００３１】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は第３ノードＮ３に接続され、第２電極は初期化電源
Ｖｉｎｔに接続される。そして、第３トランジスタＭ３のゲート電極は走査線Ｓｎに接続
される。このような第３トランジスタＭ３は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にタ
ーンオンされ、第３ノードＮ３に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を供給する。ここで、初期化
電源Ｖｉｎｔは、有機発光ダイオードＯＬＥＤがターンオフできるように低い電圧に設定
される。
【００３２】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第２ノ
ードＮ２に接続される。そして、第４トランジスタＭ４のゲート電極は第１制御線ＣＬ１
に接続される。このような第４トランジスタＭ４は、第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が
供給される時にターンオンされ、第２ノードＮ２に第１電源ＥＬＶＤＤの電圧を供給する
。
【００３３】
　第５トランジスタＭ５の第１電極は第２ノードＮ２に接続され、第２電極は第１トラン
ジスタＭ１の第１電極に接続される。そして、第５トランジスタＭ５のゲート電極は第２
制御線ＣＬ２に接続される。このような第５トランジスタＭ５は、第２制御線ＣＬ２に第
２制御信号が供給される時にターンオンされ、第２ノードＮ２と第１トランジスタＭ１と
を電気的に接続させる。
【００３４】
　第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との間に接続される。このよ
うな第１キャパシタＣ１は、第１トランジスタＭ１の閾値電圧およびデータ信号に対応す
る電圧を格納する。
【００３５】
　第２キャパシタＣ２は、第２ノードＮ２と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に接続される。こ
のような第２キャパシタＣ２は、第１キャパシタＣ１に第１トランジスタＭ１の閾値電圧
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およびデータ信号に対応する電圧が格納されるように、所定の容量を提供する。
【００３６】
　図３は、図２に示された画素の第１実施形態にかかる駆動方法を示す波形図である。
【００３７】
　図３を参照すれば、まず、第１期間Ｔ１の間、第１制御線ＣＬ１に第１制御信号、走査
線Ｓ１ないしＳｎに走査信号、データ線Ｄｍに基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給される。こ
こで、基準電源Ｖｒｅｆは、データ信号の電圧範囲内の特定電圧に設定される。したがっ
て、基準電源Ｖｒｅは、第１トランジスタＭ１で電流が流れることができる電圧に設定さ
れる。
【００３８】
　第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給されると、図４Ａに示されるように、第４トラ
ンジスタＭ４がターンオンされる。第４トランジスタＭ４がターンオンされると、第２ノ
ードＮ２に第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が供給される。
【００３９】
　走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第２トランジスタＭ２および第３トランジスタ
Ｍ３がターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンされると、データ線Ｄｍか
らの基準電源Ｖｒｅｆが第１ノードＮ１に供給される。第３トランジスタＭ３がターンオ
ンされると、第３ノードＮ３に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給される。第３ノードＮ３
に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給されると、有機発光ダイオードＯＬＥＤが初期化され
る。一例として、第３ノードＮ３に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給されると、有機発光
ダイオードＯＬＥＤに寄生的に形成された有機キャパシタ（図示せず）が放電されて初期
化できる。
【００４０】
　第２期間Ｔ２の間には、第２制御線ＣＬ２に第２制御信号、走査線Ｓ１ないしＳｎに走
査信号、データ線Ｄｍに基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給される。第２制御線ＣＬ２に第２
制御信号が供給されると、図４Ｂに示されるように、第５トランジスタＭ５がターンオン
される。第５トランジスタＭ５がターンオンされると、第２ノードＮ２と第１トランジス
タＭ１の第１電極とが電気的に接続される。
【００４１】
　この時、第１ノードＮ１には基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給され、第３トランジスタＭ
３がターンオン状態を維持するため、第２ノードＮ２から、第５トランジスタＭ５、第１
トランジスタＭ１、第３トランジスタＭ３を経由して、初期化電源Ｖｉｎｔに所定の電流
が流れる。すると、第２ノードＮ２の電圧は、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧から、基準電源
Ｖｒｅｆで第１トランジスタＭ１の閾値電圧を合わせた電圧まで下降する。第２ノードＮ
２の電圧が基準電源Ｖｒｅｆに第１トランジスタＭ１の閾値電圧を合わせた電圧に設定さ
れると、第１トランジスタＭ１はターンオフされる。すると、第１キャパシタＣ１には、
第１トランジスタＭ１の閾値電圧に対応する電圧が充電される。
【００４２】
　以後、第３期間Ｔ３の間、走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が順次に供給され、データ
線Ｄ１ないしＤｍに、走査信号に同期するように、データ信号が供給される。第ｎ走査線
Ｓｎに走査信号が供給されると、図４Ｃに示されるように、第２トランジスタＭ２および
第３トランジスタＭ３がターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンされると
、データ線Ｄｍからのデータ信号が第１ノードＮ１に供給される。
【００４３】
　第１ノードＮ１にデータ信号が供給されると、第１ノードＮ１の電圧が基準電源Ｖｒｅ
ｆの電圧からデータ信号の電圧に変更される。すると、第２ノードＮ２の電圧も、第１ノ
ードＮ１の電圧の変化に対応して変化する。実際に、第２ノードＮ２の電圧は、第１キャ
パシタＣ１および第２キャパシタＣ２の容量比に対応して、所定の電圧に変化する。する
と、第１キャパシタＣ１には、第１トランジスタＭ１の閾値電圧およびデータ信号に対応
する電圧が充電される。
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【００４４】
　第１キャパシタＣ１に第１トランジスタＭ１の閾値電圧およびデータ信号に対応する電
圧が充電された後、第４期間Ｔ４の間、第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給され、第
４トランジスタＭ４がターンオンされる。第４トランジスタＭ４がターンオンされると、
第２ノードＮ２に第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が供給される。この時、第１ノードＮ１は、
フローティング状態に設定されるため、第１キャパシタＣ１は、前の期間に充電された電
圧を安定的に維持する。
【００４５】
　以後、第５期間Ｔ５の間、第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給され、第５トランジ
スタＭ５がターンオンされる。第５トランジスタＭ５がターンオンされると、第１トラン
ジスタＭ１の第１電極が第１ノードＮ１を経由して第１電源ＥＬＶＤＤと電気的に接続さ
れる。すると、第１トランジスタＭ１は、第１キャパシタＣ１に格納された電圧に対応し
て、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。
【００４６】
　実際に、本願発明は、上述した過程を繰り返しながら所定輝度の映像を表示する。この
ような本願発明では、第２期間Ｔ２に画素の閾値電圧を同時に補償する。この場合、第２
期間Ｔ２を十分に割り当てることができ、これによって、１２０Ｈｚ以上の高速駆動を行
う場合にも、第１トランジスタＭ１の閾値電圧を安定的に補償することができる。
【００４７】
　図５は、図２に示された画素の第２実施形態にかかる駆動方法を示す波形図である。図
５を説明するにあたり、図３と同一の部分に関する詳細な説明は省略する。
【００４８】
　図５を参照すれば、まず、第１期間Ｔ１’の間、第１制御線ＣＬ１に第１制御信号、第
２制御線ＣＬ２に第２制御信号、走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が供給される。そして
、第１期間Ｔ１’の一部期間にデータ線Ｄｍにオフ電源Ｖｏｆｆが供給され、残りの期間
に基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給される。
【００４９】
　第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給されると、図６Ａに示されるように、第４トラ
ンジスタＭ４がターンオンされ、第１電源ＥＬＶＤＤと第２ノードＮ２とが電気的に接続
される。第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給されると、第５トランジスタＭ５がター
ンオンされ、第１トランジスタＭ１の第１電極と第２ノードＮ２とが電気的に接続される
。
【００５０】
　走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第２トランジスタＭ２および第３トランジスタ
Ｍ３がターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンされると、データ線Ｄｍか
らのオフ電源Ｖｏｆｆの電圧が第１ノードＮ１に供給される。第１ノードＮ１にオフ電源
Ｖｏｆｆの電圧が供給されると、第１トランジスタＭ１がターンオフされる。このために
、オフ電源Ｖｏｆｆは、第１トランジスタＭ１がターンオフできる電圧、例えば、第１電
源ＥＬＶＤＤと同一の電圧に設定できる。一方、第１トランジスタＭ１がターンオフされ
ると、第４トランジスタＭ４および第５トランジスタＭ５がターンオンされても、不要な
電流が初期化電源Ｖｉｎｔに供給されず、これによって、消費電力を低減すると同時に、
動作の信頼性を確保することができる。
【００５１】
　第３トランジスタＭ３がターンオンされると、第３ノードＮ３に初期化電源Ｖｉｎｔの
電圧が供給される。第３ノードＮ３に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給されると、有機発
光ダイオードＯＬＥＤが初期化される。
【００５２】
　以後、第１期間Ｔ１’の一部期間を除いた残りの期間にデータ線Ｄｍに基準電源Ｖｒｅ
ｆの電圧が供給される。データ線Ｄｍに基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給されると、図６Ｂ
に示されるように、第１トランジスタＭ１がターンオン状態に設定される。この場合、第
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１期間Ｔ１’の残りの期間に第１トランジスタＭ１にオンバイアス電圧が印加され、これ
によって、均一な輝度の映像を表示することができる。
【００５３】
　詳細に説明すれば、画素１４２それぞれに含まれた第１トランジスタＭ１は、前の期間
の階調に対応して、電圧特性が不均一に設定され、これによって、所望する輝度の映像を
表示することができない問題がある。本願発明では、第１期間Ｔ１’の残りの期間に第１
トランジスタＭ１にオンバイアス電圧を印加して電圧特性を初期化し、これによって、均
一な映像を表示することができる。第１期間Ｔ１’の残りの期間に第１トランジスタＭ１
を経由して流れる電流は、初期化電源Ｖｉｎｔに供給され、これによって、有機発光ダイ
オードＯＬＥＤを非発光状態に維持することができる。
【００５４】
　その他、第２期間Ｔ２ないし第５期間Ｔ５の動作過程は図３と同一であり、これに関す
る詳細な説明は省略する。
【００５５】
　図７は、図１に示された画素の第２実施形態を示す図である。図７を説明するにあたり
、図２と同一の構成には同一の図面符号を割り当てると共に、詳細な説明は省略する。
【００５６】
　図７を参照すれば、本発明の第２実施形態にかかる画素１４２は、画素回路１４４’と
、有機発光ダイオードＯＬＥＤとを備える。
【００５７】
　画素回路１４４’は、第１トランジスタＭ１の第２電極と第３ノードＮ３との間に接続
される第５トランジスタＭ５’を備える。第５トランジスタＭ５’は、第２制御線ＣＬ２
に第２制御信号が供給される時にターンオンされ、第１トランジスタＭ１と第３ノードＮ
３とを電気的に接続させる。
【００５８】
　このような本願発明の第２実施形態にかかる画素１４２は、図２と比較して、第５トラ
ンジスタＭ５’の位置が変更されるだけで、実質的な回路構造は同一に設定される。
【００５９】
　図５と結び付けて動作過程を詳細に説明すれば、まず、第１期間Ｔ１’の間、第１制御
線ＣＬ１に第１制御信号、第２制御線ＣＬ２に第２制御信号、走査線Ｓ１ないしＳｎに走
査信号が供給される。そして、第１期間Ｔ１’の一部期間にデータ線Ｄｍにオフ電源Ｖｏ
ｆｆが供給され、残りの期間に基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給される。
【００６０】
　第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給されると、図８Ａに示されるように、第４トラ
ンジスタＭ４がターンオンされ、第１電源ＥＬＶＤＤが第２ノードＮ２を経由して第１ト
ランジスタＭ１の第１電極と電気的に接続される。第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供
給されると、第５トランジスタＭ５’がターンオンされ、第１トランジスタＭ１の第２電
極が第３ノードＮ３と電気的に接続される。
【００６１】
　走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第２トランジスタＭ２および第３トランジスタ
Ｍ３がターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンされると、データ線Ｄｍか
らのオフ電源Ｖｏｆｆの電圧が第１ノードＮ１に供給される。第１ノードＮ１にオフ電源
Ｖｏｆｆの電圧が供給されると、第１トランジスタＭ１がターンオフされる。第３トラン
ジスタＭ３がターンオンされると、第３ノードＮ３に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給さ
れる。第３ノードＮ３に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が供給されると、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤが初期化される。
【００６２】
　以後、第１期間Ｔ１’の一部期間を除いた残りの期間にデータ線Ｄｍに基準電源Ｖｒｅ
ｆの電圧が供給される。データ線Ｄｍに基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給されると、図８Ｂ
に示されるように、第１トランジスタＭ１がターンオン状態に設定される。すると、第１
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期間Ｔ１’の残りの期間に第１トランジスタＭ１にオンバイアス電圧が印加され、これに
よって、均一な輝度の映像を表示することができる。
【００６３】
　第２期間Ｔ２の間には、第２制御線ＣＬ２に第２制御信号、走査線Ｓ１ないしＳｎに走
査信号、データ線Ｄｍに基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給される。第２制御線ＣＬ２に第２
制御信号が供給されると、図８Ｃに示されるように、第５トランジスタＭ５’がターンオ
ンされ、第１トランジスタＭ１と第３ノードＮ３とが電気的に接続される。
【００６４】
　この時、第１ノードＮ１には基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給され、第３トランジスタＭ
３がターンオン状態を維持するため、第２ノードＮ２から、第１トランジスタＭ１、第５
トランジスタＭ５’、第３トランジスタＭ３を経由して、初期化電源Ｖｉｎｔに所定の電
流が流れる。すると、第２ノードＮ２の電圧は、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧から、基準電
源Ｖｒｅｆに第１トランジスタＭ１の閾値電圧を合わせた電圧まで下降する。したがって
、第２期間Ｔ２の間、第１キャパシタＣ１には、第１トランジスタＭ１の閾値電圧に対応
する電圧が充電される。
【００６５】
　第３期間Ｔ３の間、走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が順次に供給され、データ線Ｄ１
ないしＤｍに、走査信号に同期するように、データ信号が供給される。第ｎ走査線Ｓｎに
走査信号が供給されると、図８Ｄに示されるように、第２トランジスタＭ２および第３ト
ランジスタＭ３がターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンされると、デー
タ線Ｄｍからのデータ信号が第１ノードＮ１に供給される。
【００６６】
　第１ノードＮ１にデータ信号が供給されると、第１ノードＮ１の電圧が基準電源Ｖｒｅ
ｆの電圧からデータ信号の電圧に変更される。すると、第２ノードＮ２の電圧も、第１ノ
ードＮ１の電圧の変化に対応して変化する。実際に、第２ノードＮ２の電圧は、第１キャ
パシタＣ１および第２キャパシタＣ２の容量比に対応して、所定の電圧に変化する。する
と、第１キャパシタＣ１には、第１トランジスタＭ１の閾値電圧およびデータ信号に対応
する電圧が充電される。
【００６７】
　第１キャパシタＣ１に第１トランジスタＭ１の閾値電圧およびデータ信号に対応する電
圧が充電された後、第４期間Ｔ４の間、第１制御線ＣＬ１に第１制御信号が供給され、第
４トランジスタＭ４がターンオンされる。第４トランジスタＭ４がターンオンされると、
第２ノードＮ２に第１電源ＥＬＶＤＤの電圧が供給される。この時、第１ノードＮ１は、
フローティング状態に設定されるため、第１キャパシタＣ１は、前の期間に充電された電
圧を安定的に維持する。
【００６８】
　以後、第５期間Ｔ５の間、第２制御線ＣＬ２に第２制御信号が供給され、第５トランジ
スタＭ５’がターンオンされる。第５トランジスタＭ５’がターンオンされると、第１ト
ランジスタＭ１の第１電極が第１ノードＮ１を経由して第１電源ＥＬＶＤＤと電気的に接
続される。すると、第１トランジスタＭ１は、第１キャパシタＣ１に格納された電圧に対
応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。
【００６９】
　一方、図３および図５では、第３期間Ｔ３に走査線Ｓ１ないしＳｎに順次に走査信号が
供給されるものとして示されたが、本願発明はここに限定されない。
【００７０】
　例えば、本願発明では、図９のように、第３期間Ｔ３に走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信
号を同時に供給することができる。この場合、走査線Ｓ１ないしＳｎに供給される走査信
号は、順次に供給が中断される。走査線Ｓ１ないしＳｎに走査信号が同時に供給されると
共に、順次に供給が中断される場合、シフトレジスタで走査駆動部１１０を簡単に構成す
ることができるという利点がある。
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【００７１】
　一方、ｉ（ｉは自然数）番目の水平ラインに位置する特定画素１４２は、前の水平ライ
ンのデータ信号とは無関係に最終的にｉ番目の水平ラインに対応するデータ信号の電圧を
充電する。特定画素１４２がｉ番目の水平ラインに対応するデータ信号に対応する電圧を
充電した後、第ｉ走査線Ｓｉへの走査信号の供給が中断され、これによって、特定画素１
４２は、所望するデータ信号の電圧を安定的に維持することができる。
【００７２】
　追加的に、本願発明では、説明の便宜のために、トランジスタをＰＭＯＳとして示した
が、本願発明はこれに限定されない。つまり、トランジスタは、ＮＭＯＳで形成されても
よい。
【００７３】
　また、本願発明において、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、駆動トランジスタから供給
される電流量に対応して、赤色、緑色または青色の光を生成するが、本願発明はこれに限
定されない。一例として、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、駆動トランジスタから供給さ
れる電流量に対応して、白色光を生成することもできる。この場合、別のカラーフィルタ
などを用いてカラー映像を実現する。
【００７４】
　本発明の技術思想は、上記の好ましい実施形態によって具体的に記述されたが、上記の
実施形態は、それを説明するためのものであり、それを制限するためのものではないこと
に留意しなければならない。また、本発明の技術分野における通常の知識を有する者であ
れば、本発明の技術思想の範囲内で多様な変形例が可能であることを理解することができ
る。
【符号の説明】
【００７５】
　１１０：走査駆動部
　１２０：制御駆動部
　１３０：データ駆動部
　１４０：画素部
　１４２：画素
　１４４：画素回路
　１５０：タイミング制御部
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